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『
壁
―
ド
イ
ツ
を
つ
ら
ぬ
く
国
境
』
展
に
よ
せ
て

杉　

谷　

眞
佐
子

一　

背
景

　

二
〇
一
一
年
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
交
流
が
開
始
さ
れ
て
か
ら

一
五
〇
年
の
記
念
の
年
で
あ
っ
た
。
一
八
五
三
年
の
黒
船
来
航
後
、

一
八
六
〇
年
、
ド
イ
ツ
、
即
ち
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
オ
イ
レ

ン
ブ
ル
ク
伯
爵
の
も
と
八
〇
〇
人
か
ら
な
る
使
節
団
を
日
本
に
派

遣
す
る
。
粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、
一
八
六
一
年
一
月
二
四
日
、

「
日
本
・
プ
ロ
イ
セ
ン
修
好
通
商
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
。
日
独
両

国
は
こ
れ
を
記
念
し
、
様
々
な
行
事
を
開
催
し
て
い
る
。

　

同
じ
二
〇
一
一
年
、
ド
イ
ツ
は
も
う
ひ
と
つ
の
節
目
を
迎
え
て

い
る
。
一
九
六
一
年
、
ベ
ル
リ
ン
の
街
を
横
切
る
「
壁
」
の
建
設

以
来
、
五
〇
年
が
経
過
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、「『
旧
東

独
社
会
主
義
統
一
党
に
よ
る
独
裁
体
制
を
検
証
す
る
た
め
の
連
邦

基
金
』
が
、
二
〇
枚
の
大
型
パ
ネ
ル
か
ら
な
る
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁

建
設
五
〇
周
年
」
の
写
真
展
を
制
作
し
、「
壁
―
ド
イ
ツ
を
つ
ら

ぬ
く
国
境
」（
以
下
、「『
ベ
ル
リ
ン
の
壁
』
展
」
と
も
称
す
る
）
の

巡
回
展
が
企
画
さ
れ
た
。
西
日
本
で
は
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ

る
な
か
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総
領
事
館
、
文
化
・
広
報
部
が
、

各
地
の
日
独
協
会
、
大
学
、
市
町
村
の
関
連
機
関
等
と
連
絡
を
取

り
実
施
さ
れ
た
。

　

関
西
大
学
で
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
開
催
に
関
し
て
は
、
大

阪
日
独
協
会
か
ら
共
催
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
現
代
史
へ
関
心
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
日
本
の
ア
ジ
ア
で

の
平
和
共
存
を
考
え
て
い
く
機
会
に
な
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
か
ら
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開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
権
問
題
研
究
室
で

ド
イ
ツ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
講
師
を
招
き
、
歴
史
認
識
を
テ
ー

マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
を
通
じ
て
、
大
阪
ド

イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
や
日
独
協
会
、
領
事
館
な
ど
諸
方
面
の
協
力

を
得
て
き
た
経
緯
も
あ
る
。

　
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
を
本
学
で
開
催
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
さ

ら
に
重
要
な
契
機
が
あ
っ
た
。
文
学
研
究
科
で
は
薮
田
貫
先
生
や

大
島
薫
先
生
が
中
心
と
な
り
申
請
し
た
「
大
学
院
教
育
改
革
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
採
択
さ
れ
た
後
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
形
で
「
Ｅ

Ｕ

－

日
本
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
学
際
的
な
副
専
攻
と

し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
。
副
専
攻
に
は
「
Ｅ
Ｕ

－

日
本
学
講
義
」

「
日
本
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」「
Ｋ
Ｕ
・
Ｅ
Ｕ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

と
並
び
、「
Ｅ
Ｕ
・
日
本
学

－
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」
の
科
目
が
お
か
れ
、
筆
者
は
そ
の
科
目
の
主
担
と
し

て
、
大
島
先
生
、
豊
田
真
穂
先
生
た
ち
と
と
も
に
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
。
こ
の
授
業
で
は
定
期
的
に
、
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
大
学
の
「
現
代
日
本
学
講
座
」
の
学
生
た
ち
と
テ
レ
ビ
会
議

を
開
催
し
、
お
互
い
の
社
会
や
文
化
に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
い
、

議
論
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
通
じ
、
ド
イ
ツ
の
現

代
史
に
対
す
る
考
え
方
を
知
り
、
認
識
や
関
心
を
広
げ
る
こ
と
の

重
要
性
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。

　

従
っ
て
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
開
催
に
あ
た
っ
て
は
「
Ｅ
Ｕ

－

日
本
学
副
専
攻
」
の
現
在
の
責
任
者
、
芝
井
敬
司
先
生
が
中
心
に

な
っ
て
大
学
内
で
の
可
能
性
を
具
体
化
さ
れ
た
も
の
で
、「
年
史
編

纂
室
」
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
会

場
と
し
て
年
史
編
纂
展
示
室
の
廊
下
が
提
案
さ
れ
た
が
、
そ
こ
は

周
知
の
よ
う
に
関
西
大
学
の
常
設
展
示
が
あ
り
、
物
理
的
環
境
は

既
に
整
っ
て
い
た
。
ま
た
展
示
に
際
し
て
は
専
門
的
な
知
識
や
技

術
面
で
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
な
助
け
で
あ
っ
た
。
キ

ャ
ン
パ
ス
内
の
地
の
利
も
あ
り
、
授
業
の
一
環
と
し
て
、
或
い
は

個
人
的
関
心
か
ら
学
生
や
一
般
市
民
が
訪
れ
た
。
期
間
は
、
二
〇

一
一
年
一
二
月
五
日（
月
）か
ら
、
八
日（
木
）ま
で
と
い
う
短
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
三
三
八
名
が
見
学
し
て
い
る
。

　

訪
れ
た
学
生
の
声
を
聴
く
と
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
と
い
う
言
葉

は
知
っ
て
い
て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
全
面
降
伏
し
、
戦
後
、

連
合
軍
に
占
領
さ
れ
た
の
は
日
本
と
ド
イ
ツ
の
二
か
国
の
み
、
と

い
う
い
わ
ば
受
験
用
の
知
識
が
、
本
写
真
展
で
具
体
化
さ
れ
、
今

日
の
ド
イ
ツ
の
繁
栄
や
欧
州
の
統
合
が
、
ど
の
よ
う
な
「
現
代
の
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展示解説をメモする学生

展示パネルを見る学生
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過
去
」
を
基
礎
と
し
て
築
か
れ
て
き
た
の
か
を
、
改
め
て
考
え
る

契
機
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
第
二
外
国
語
と
し
て
ド
イ
ツ
語
を

受
講
す
る
学
生
の
な
か
に
は
、
子
ど
も
時
代
を
旧
東
独
で
過
ご
し

た
先
生
に
習
う
学
生
も
い
て
、
見
学
後
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
の
情

勢
を
含
め
て
話
題
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
日
独
修
好
の
記
念
の
年
に
、「
敗
戦
」、
そ
の
結
果
と

し
て
の
「
祖
国
の
分
割
」
を
象
徴
す
る
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
を

ド
イ
ツ
側
が
企
画
提
案
す
る
こ
と
に
、
疑
問
を
抱
く
方
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
他
方
、
こ
の
よ
う
な
「
分
断
国
家
」
は
、
冷
戦
が

終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
現
代
で
も
、
決
し
て
「
特
定
の
国
の
過
ぎ
去

っ
た
一
事
件
」
で
は
な
い
。
特
に
東
ア
ジ
ア
で
は
。
そ
し
て
日
本

も
そ
の
よ
う
な
事
態
と
は
様
々
な
意
味
で
、
歴
史
的
に
無
関
係
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
。
換
言
す
れ
ば
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
は
、
単

に
ド
イ
ツ
と
い
う
一
国
の
み
に
生
じ
た
特
殊
な
事
件
で
は
な
く
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
繰
り
返
さ
れ
得
る
「
歴
史
」
な
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
今
日
、
国

境
を
越
え
記
憶
を
共
有
す
る
運
動
が
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
は
ド
イ
ツ
の
現
代
史
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
よ
う
な
「
記
憶
の
共
有
」
の
一
つ
の
動
き
で
も
あ
る
。

従
っ
て
、
次
に
展
示
の
内
容
を
若
干
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

二　

ド
イ
ツ
を
越
え
て
「
世
界
の
記
憶
」
へ

　

歴
史
的
「
事
実
」
の
認
知
や
解
釈
に
は
、
必
ず
観
察
者
の
視
点

が
入
る
。
特
に
ナ
チ
体
制
崩
壊
後
の
冷
戦
下
に
お
け
る
政
治
対
立

を
複
雑
に
反
映
す
る
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
に
は
、
そ
の
よ
う
な

ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
初
め
に
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
そ
の
上
で
、
以
下
、
本
展
示
の
特
徴
を
、
歴
史
的
流
れ

と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。

　

先
ず
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
で
展
示
さ
れ
た
資
料
は
既
述
の
よ

う
に
、「『
社
会
主
義
統
一
党
に
よ
る
独
裁
体
制
を
検
証
す
る
た
め

の
連
邦
基
金
』
と
大
手
日
刊
紙
で
あ
るBild

（
ビ
ル
ト
）
紙
お
よ

びD
ie W

elt

（
デ
ィ
・
ヴ
ェ
ル
ト
）
紙
が
中
心
に
な
り
、
両
新
聞

社
の
保
管
資
料
か
ら
選
択
さ
れ
た
写
真
や
文
書
、
二
〇
点
で
あ
る
。

そ
の
中
に
は
、
数
十
年
間
も
資
料
庫
に
眠
っ
て
い
て
、
今
回
、
よ

う
や
く
再
び
人
目
に
触
れ
た
、
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ト

紙
の
ス
ヴ
ェ
ン
・
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ケ
ラ
ー
ホ
フ
（Sven Felix 

K
ellerhoff

）
と
、
ビ
ル
ト
紙
の
ラ
ル
フ
・
ゲ
オ
ル
グ
・
ロ
イ
ト

（D
r.Ralf Georg Reuth

）
と
い
う
二
人
の
文
筆
家
が
、
一
九
五
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二
年
以
来
ド
イ
ツ
の
国
土
を
分
断
し
た
隔
壁
や
、
壁
建
設
の
背
景

で
あ
る
歴
史
的
ド
ラ
マ
を
、
そ
し
て
西
側
大
国
の
反
応
を
描
き
出

し
て
い
る
。」（
本
写
真
展
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

　

展
示
内
容
は
大
き
く
三
期
に
分
か
れ
る
。
先
ず
第
一
期
は
、
ヤ

ル
タ
会
談
で
の
米
国
、
英
国
、
ソ
連
に
よ
る
ド
イ
ツ
東
部
国
境
の

西
側
へ
の
移
動
、
連
合
四
カ
国
に
よ
る
国
土
の
分
割
占
領
（
各
占

領
地
域
は
、「
ゾ
ー
ン
」
と
称
さ
れ
た
）、
及
び
ソ
連
占
領
地
域
に

入
っ
た
ベ
ル
リ
ン
自
体
の
分
割
占
領
（
各
占
領
地
区
は
「
セ
ク
タ

ー
」
と
称
さ
れ
た
）
の
決
定
、
一
九
四
八
年
、
西
側
の
通
貨
改
革

断
行
後
、
ほ
ぼ
一
年
続
い
た
「
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
」、
分
割
が
既
成
事

実
と
な
り
一
九
四
九
年
秋
、
両
陣
営
に
分
か
れ
る
形
で
建
国
さ
れ

た
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
」（
旧
西
ド
イ
ツ
）
と
「
ド
イ
ツ
民
主
共

和
国
」（
旧
東
ド
イ
ツ
）、
そ
の
後
、
経
済
発
展
が
著
し
い
西
側
へ

東
ベ
ル
リ
ン
を
経
由
し
て
脱
出
す
る
人
々
の
流
れ
、
労
働
力
流
出

を
防
ぎ
東
独
の
再
建
を
進
め
る
た
め
の
一
九
六
一
年
の
壁
の
建
設

と
「
黙
認
す
る
」
西
側
連
合
国
の
対
応
ま
で
で
あ
る
。

　
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
建
設
さ
れ
る
と
い
う
噂
が
あ
る
が
、
そ
ん
な

こ
と
は
起
ら
な
い
」
と
い
う
、
当
時
の
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
東
独
第
一

書
記
の
演
説
か
ら
間
も
な
く
、
八
月
一
三
日
、
日
曜
日
の
朝
、
突

然
、
東
ベ
ル
リ
ン
で
壁
建
設
の
工
事
が
始
ま
り
、
境
界
線
沿
い
の

住
居
の
窓
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
塗
ら
れ
、
住
民
は
強
制
的
に
引
っ

越
し
を
命
じ
ら
れ
る
。
西
側
セ
ク
タ
ー
と
の
交
通
は
、
数
か
所
の

検
問
所
を
除
き
遮
断
さ
れ
た
。
一
九
六
三
年
、
西
ベ
ル
リ
ン
を
訪

れ
た
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
壁
際
で
「
私
も
ベ
ル
リ
ン
人

で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な
演
説
を
行
う
が
、
同
時
に
、
そ
れ
ま
で

は
主
要
政
党
が
掲
げ
て
い
た
ド
イ
ツ
再
統
一
が
、
決
定
的
に
遠
の

い
た
と
い
う
認
識
が
ド
イ
ツ
側
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
期
は
、
壁
建
設
後
の
「
相
対
的
安
定
期
」
で
あ
る
。
人
々

の
絶
望
感
、「
射
殺
命
令
」
ま
で
出
さ
れ
、
次
第
に
物
理
的
に
も
堅

固
さ
を
増
す
国
境
壁
や
そ
の
警
備
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
脱
出
を
試

み
命
を
落
と
す
人
々
、
脱
出
に
失
敗
し
た
人
々
が
「
共
和
国
逃
亡
」

「
祖
国
へ
の
背
信
行
為
」
等
の
罪
で
収
監
さ
れ
る
非
人
間
的
な
監

獄
、
一
方
で
始
ま
る
西
独
側
の
経
済
支
援
と
、
選
ば
れ
た
収
監
者

の
西
側
追
放
（「
人
身
売
買
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
）
な
ど

が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
間
東
独
に
よ
り
、
境
界
線
警
備
の
た
め

に
地
雷
と
と
も
に
、
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
前
半
に
か
け
国
境

壁
に
設
置
さ
れ
た
種
々
の
武
器
が
あ
る
。
例
え
ば
「
Ｓ
Ｍ

－

七
〇

自
爆
器
」
は
三
〇
〇
㎞
に
わ
た
り
八
六
三
、〇
〇
〇
個
に
上
っ
た
と
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い
う
。
そ
れ
ら
は
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
の
東
西
交
流
の
深
化
・
拡

大
、
経
済
援
助
の
増
額
等
の
過
程
で
取
り
外
さ
れ
て
い
く
が
、
最

終
的
な
除
去
は
一
九
九
五
年
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
軍
事
的
境
界
線
の
壁
を
越
え
西
側
へ
の
脱
出
を
試

み
た
様
々
な
事
例
は
、
映
画
に
も
な
り
国
際
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
失
敗
例
の
方
が
多
く
、
一
九
六
一
年
の
壁
建
設
か
ら
一
九

八
九
年
一
一
月
の
壁
崩
壊
に
至
る
ま
で
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
近
辺
で

二
五
〇
名
、
ベ
ル
リ
ン
以
外
の
東
西
ド
イ
ツ
境
界
線
で
二
八
四
名
、

バ
ル
ト
海
経
由
で
一
六
四
名
、
そ
の
他
の
ル
ー
ト
や
警
備
兵
自
身

の
逃
亡
の
失
敗
な
ど
を
合
計
す
る
と
八
〇
九
名
、
壁
建
設
以
前
の

死
者
（
逃
亡
に
成
功
し
た
後
、
連
戻
さ
れ
処
刑
さ
れ
る
な
ど
）
を

含
め
る
と
一
三
九
三
名
が
命
を
落
と
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
間
、

東
独
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
一
員
と
し
て
の
存
在
感
を
増
し
、

日
本
を
初
め
多
く
の
国
と
外
交
関
係
を
結
び
、
国
際
的
地
位
を
築

い
て
き
た
。

　

第
三
期
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
と
ド
イ
ツ
統
一
で
あ
る
。
国

際
的
な
地
位
向
上
に
も
拘
ら
ず
東
独
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
は
じ
め

多
く
の
東
欧
諸
国
と
同
様
、
独
裁
的
政
治
状
況
下
で
経
済
は
悪
化

し
、
一
九
八
九
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
主
化
後
、

再
び
人
々
の
「
共
和
国
逃
亡
」
が
、
今
度
は
（
在
東
欧
諸
国
の
西

独
）「
大
使
館
亡
命
」
の
形
で
始
ま
っ
た
。
一
〇
月
の
「
建
国
四
〇

周
年
記
念
式
典
」
は
一
般
市
民
の
デ
モ
の
な
か
、
外
国
メ
デ
ィ
ア

を
締
め
出
し
て
挙
行
さ
れ
る
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
歴
史
の
流

れ
に
疎
い
人
々
、
そ
の
よ
う
な
人
々
に
危
険
が
迫
る
」
と
い
う
演

説
も
あ
り
、
政
治
局
は
改
革
に
乗
り
出
す
。
そ
の
際
、
一
一
月
九

日
夕
方
の
記
者
会
見
で
他
の
改
革
項
目
と
と
も
に
、「
旅
行
の
自

由
」
を
政
治
局
員
の
シ
ャ
ボ
フ
ス
キ
ー
が
読
み
上
げ
た
の
が
、
実

質
的
な
「
壁
の
崩
壊
」
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
そ
れ
は

い
つ
か
ら
か
？
」
と
い
う
特
派
員
の
質
問
に
「
特
に
何
も
書
か
れ

て
い
な
い
の
で
、
即
刻
だ
と
思
う
」
と
い
う
趣
旨
の
答
え
が
彼
の

口
か
ら
出
て
い
る
（
彼
は
当
日
議
論
の
際
、
別
件
で
会
議
の
場
に

い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
）。
そ
の
夜
「
壁
の
自
由
通
行
」
の
ニ
ュ
ー

ス
は
東
独
の
東
側
国
境
に
ま
で
広
が
り
、
多
く
の
市
民
が
ベ
ル
リ

ン
の
検
問
所
へ
押
し
寄
せ
、
西
ベ
ル
リ
ン
は
例
外
的
に
開
店
時
間

を
延
長
し
、
一
晩
中
公
共
交
通
機
関
を
走
ら
せ
、
そ
の
様
子
は
世

界
中
に
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
後
周
知
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
、「
欧
州

統
合
の
な
か
の
ド
イ
ツ
の
統
一
」
と
い
う
主
張
で
、
当
初
は
警
戒

感
を
見
せ
た
近
隣
諸
国
や
連
合
国
な
ど
か
ら
の
承
認
を
得
て
、
一
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九
九
〇
年
一
〇
月
三
日
再
統
一
さ
れ
、
現
在
は
東
独
出
身
の
女
性

物
理
学
者
、
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
が
首
相
を
務
め
て
い
る
。

　

ベ
ル
リ
ン
の
壁
は
崩
壊
し
た
が
、
新
た
な
問
題
も
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
展
示
の
最
終
部
分
で
示
さ
れ
て
い
る
「
ベ

ル
リ
ン
の
壁
裁
判
」
と
と
も
に
進
む
壁
の
司
法
的
検
証
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
例
え
ば
「
射
殺
命
令
」
な
ど
特
定
の
国
や
時
代
に

「
法
的
正
当
性
」
を
持
つ
非
人
道
的
行
動
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る

か
、
と
い
う
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
や
日
本
、
そ
し
て
現
在
で
も
、
無

関
係
で
は
な
い
問
い
と
も
関
わ
る
。
東
独
の
社
会
制
度
が
残
し
た

「
非
人
道
的
問
題
」
と
し
て
、
最
近
で
も
例
え
ば
、
親
が
「
反
社
会

的
問
題
行
動
」
等
で
有
罪
と
な
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
観
点
か
ら

強
制
的
に
里
子
に
出
さ
れ
、
ト
ラ
ウ
マ
を
負
い
な
が
ら
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
問
題
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
示
資
料
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ

う
に
統
一
後
の
「
社
会
主
義
統
一
党
に
よ
る
独
裁
体
制
を
検
証
す

る
た
め
の
連
邦
基
金
」
と
西
側
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
の
資
料
に
基
づ

い
て
い
る
。
本
展
示
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
戦
後
、

ナ
チ
政
権
を
支
え
て
い
た
経
済
界
や
政
界
の
勢
力
が
残
存
し
た
り

一
部
復
活
す
る
の
を
見
て
、
社
会
主
義
の
未
来
を
信
じ
西
側
か
ら

東
側
へ
「
亡
命
」
し
た
ド
イ
ツ
人
も
少
な
く
な
い
。
彼
ら
か
ら
見

る
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
と
ド
イ
ツ
再
統
一
は
ど
の
よ
う
に
見

え
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

同
連
邦
基
金
は
一
九
九
八
年
、
連
邦
政
府
の
「
文
化
と
メ
デ
ィ

ア
」
総
監
の
も
と
に
設
立
さ
れ
、
現
在
も
「
直
近
の
過
去
」
と
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
二
年
後
、
連
邦
政
府
は
「
記
憶
・
責

任
・
未
来
」
基
金
を
、
経
済
界
の
拠
出
金
と
折
半
す
る
形
で
設
立

し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
連
邦
法
に
基
づ
く
公
法
財
団
で
、
東
欧
の

民
主
化
後
、
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
ナ
チ
時
代
の
強
制
労
働
の

被
害
者
補
償
に
あ
た
り
、
現
在
は
青
少
年
の
啓
発
活
動
等
を
、
国

境
を
越
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
次
元
で
展
開
し
て
い
る
。

　
「
壁
―
ド
イ
ツ
を
つ
ら
ぬ
く
国
境
」
展
は
、
最
後
に
「
記
憶
の

問
題
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
記
憶
の
問
題
は
、
単
に
「
過
去

の
事
実
を
忘
れ
な
い
」
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
へ
向
け
「
現
実
」

と
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
と
い
う
課
題
と
深
く
関
わ
る
。
冷
戦

下
の
東
西
対
立
か
ら
緊
張
緩
和
、
そ
し
て
和
解
へ
の
道
を
可
能
に

し
た
ド
イ
ツ
の
政
治
家
と
し
て
、
ヴ
ィ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
（
一
九

一
三

－

一
九
九
二
）
が
い
る
。
彼
は
、
戦
時
中
、
反
体
制
運
動
の
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た
め
、
一
九
歳
で
北
欧
へ
亡
命
し
ナ
チ
政
府
に
追
わ
れ
る
身
で
あ

っ
た
が
、
戦
後
帰
国
し
政
治
家
に
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
、
ド
イ

ツ
首
相
と
し
て
初
め
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
時
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
「
ゲ
ッ
ト
ー
蜂
起
記
念
碑
」
で
の
献
花
式
典
の
際
、
膝
を
つ
き

謝
罪
の
意
を
表
明
し
た
。
そ
の
行
為
は
東
西
両
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大

き
な
印
象
を
与
え
、
彼
の
東
方
外
交
は
や
が
て
「
欧
州
共
通
の
家
」

を
謳
う
「
ヘ
ル
シ
ン
キ
会
議
」
へ
通
じ
、
そ
の
協
定
の
文
言
が
そ

の
後
、
東
欧
の
独
裁
体
制
を
内
側
か
ら
批
判
し
民
主
化
へ
と
通
じ

た
市
民
運
動
家
や
人
権
活
動
家
た
ち
の
拠
所
と
も
な
っ
た
。

　

そ
の
ブ
ラ
ン
ト
は
、
一
九
六
一
年
朝
、
予
告
な
し
に
、
東
独
兵

士
が
鉄
条
網
で
境
界
線
を
閉
鎖
す
る
と
い
う
緊
急
事
態
に
、
西
ベ

ル
リ
ン
市
長
と
し
て
一
人
で
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
ボ

ン
に
い
る
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
首
相
が
西
ベ
ル
リ
ン
へ
や
っ
て
き
た
の

は
、
数
日
後
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
展
で
は
、
第

七
「
現
実
政
治
」
の
パ
ネ
ル
に
ブ
ラ
ン
ト
、
ケ
ネ
デ
ィ
、
ア
デ
ナ

ウ
ア
ー
の
三
人
の
パ
レ
ー
ド
の
写
真
が
あ
っ
た
。「
現
実
政
治
」
が

時
間
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、「
ベ
ル
リ
ン
の

壁
―
ド
イ
ツ
を
つ
ら
ぬ
く
国
境
」
展
は
、「
ド
イ
ツ
の
国
境
」
を

越
え
、
改
め
て
多
く
の
世
界
の
「
現
実
」
と
未
来
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
件
に
関
す
る
写
真
展
が
、
関
西
大
学
の

「
年
史
編
纂
展
示
室
」
の
ご
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
た
い

し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

＊ 

一
九
六
三
年
六
月
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
（
左
）
を
迎
え
て
の
西
ベ
ル
リ
ン

で
の
パ
レ
ー
ド
の
様
子
。
ブ
ラ
ン
ト
市
長
（
中
央
）、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
首

相
（
右
。
何
れ
も
当
時
の
役
職
名
）“Inform

ationen zur politischen 
B
ildung ”

（
一
九
九
八
年
）
は
、
ド
イ
ツ
内
務
省
に
あ
る
「
市
民
性
育

成
セ
ン
タ
ー
」
の
社
会
教
育
の
た
め
の
情
報
誌
。
本
号
の
特
集
テ
ー
マ

は
「
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
七
四
年
の
ド
イ
ツ
―
変
化
の
時
代
」
で

あ
る
。
な
お
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
他
に
も
一
九
八
九
年
当
時
ド
イ

ツ
留
学
中
の
筆
者
が
収
集
し
た
諸
資
料
を
参
照
し
て
い
る
。

 

（
す
ぎ
た
に　

ま
さ
こ　

関
西
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）


